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　6月19日、地球村スポーツパーク相撲
場で行われた青森県相撲選手権大会の中
学生の部決勝戦。西つがる支部の先鋒、
斎藤悠世君（木造中３年）が鋭い立ち会
いで勝ち星を手にしました。

はっけよい



　

「
つ
が
る
市
長
と
つ
が
る
市
農
業
士
会
等
と
の
意

見
・
情
報
交
換
会
」
が
６
月
２
日
、
木
造
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
の
農
業
経
営
士
、
青
年
農

業
士
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
つ
が
る
市
の
農
業
に
つ
い

て
福
島
市
長
と
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
業
関
係
者
と
行
政
が
農
業
の
現
状
や

課
題
を
共
有
し
、
農
業
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
役

立
て
よ
う
と
市
農
業
士
会
（
松
橋
英
樹
会
長
）
が
主

催
し
て
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
高
橋
】
以
前
、
農
業
委
員
会
な
ど

で
は
、
担
い
手
育
成
・
確
保
の
た
め
、

事
業
等
を
行
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
、
担
い
手
育
成
・
確
保
の

た
め
の
方
針
や
政
策
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
長
】
地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
が
不
可
欠
で
す
。
個
々
の
農
業

者
に
対
し
て
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
事
業
を
活
用
し
、
平
成
21
、

22
年
の
２
カ
年
で
リ
ー
ス
事
業
や
経

営
体
育
成
事
業
が
実
施
さ
れ
、
延
べ

件
数
３
３
６
件
、
総
事
業
費
17
億
円

の
機
械
施
設
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
数
十
件
の
規
模
で
機
械

施
設
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
疎
対
策
事
業
を
活
用
し
た

機
械
施
設
導
入
事
業
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

人
づ
く
り
、
後
継
者
育
成
に
つ
い

て
は
、
認
定
農
業
者
、
青
年
農
業
士
、

Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
の
会
な
ど
市
全
体

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
組
織
に
つ
い
て

は
今
後
も
継
続
的
に
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

【
工
藤
】
つ
が
る
市
ブ
ラ
ン
ド
の
農

産
物
を
強
く
押
し
出
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
大
都
市
で
の
Ｐ
Ｒ

の
他
に「FO

O
D
EX
JA
PA
N
(

フ
ー

デ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン)

」
や
「
ア
グ
リ

フ
ー
ド
」
と
い
っ
た
食
品
関
係
の
展

示
会
に
出
店
し
て
業
界
へ
の
ア
ピ
ー

ル
を
す
る
の
も
効
果
的
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
市
長
】「FO

O
D
EX
JA
PA
N

」
に

は
平
成
21
年
に
つ
が
る
市
か
ら
青
森

ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ウ
ス
が
参
加
し
て
お

り
、
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会
議
で

も
支
援
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
台
湾
の
商
社
が
商
品
を

評
価
し
商
談
を
重
ね
台
湾
で
販
売
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
積
極
的
な
売
り
込
み
が
必

要
な
の
で
、
や
る
気
の
あ
る
方
、
意

欲
の
あ
る
方
に
は
是
非
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
ら
は
「
商
談
」
の
場
で
す
の
で
、

一
定
の
取
引
数
量
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
農
家

間
の
連
携
を
図
り
、
供
給
体
制
の
確

立
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

明日の農業を語り合う
市長とつがる市農業士会等との意見・情報交換会
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意
見
交
換 「
市
長
と
と
も
に
考
え
る
つ
が
る
市
の
農
業
」

農業経営士、青年農業士、ViC･ウーマン、木造地区農村青少年クラブ連絡協議会員(4Hクラブ)ら



【
松
橋
】
近
年
、
農
業
の
()＊
６
次
産

業
化
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

つ
が
る
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

あ
る
い
は
取
り
組
む
計
画
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

()＊
「
６
次
産
業
」
…
１
次
産
業
（
農

水
産
業
）、
２
次
産
業
（
食
品
加
工
）、

３
次
産
業
（
流
通
・
販
売
）
を
掛
け

合
わ
せ
た
も
の
で
、
一
般
的
に
は
生

産
者
が
自
ら
農
産
物
の
加
工
・
販
売

ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
農
業
を
活
性

化
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
市
長
】
つ
が
る
市
に
お
い
て
も
、

市
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
給
食
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
、
漬
け
物
な
ど
を

加
工
、
販
売
し
、
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
る
成
功
事
例
が
あ
り
ま
す
。

生
産
者
で
な
く
て
も
米
・
大
豆
・
野

菜
を
地
元
農
家
と
契
約
し
、
原
材
料

の
安
定
的
な
供
給
を
受
け
、
加
工
か

ら
流
通
、
販
売
ま
で
一
貫
し
て
担
い
、

付
加
価
値
を
付
け
て
販
路
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
６
次
産
業
化
に
意

欲
の
あ
る
農
家
、
団
体
に
は
有
効
な

補
助
事
業
を
紹
介
し
た
り
、
情
報
提

供
や
相
談
に
応
じ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
七
戸
】
つ
が
る
市
は
本
当
に
さ
ま

ざ
ま
な
農
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
内
の
農
産
物
を
学
校
、
病
院
、

老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
給
食
へ
利
用

し
、
地
産
地
消
を
推
進
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

【
市
長
】
給
食
で
の
地
産
地
消
に
つ

い
て
は
、
規
格
、
価
格
、
年
間
を
通

し
た
供
給
体
制
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
よ
り
学

校
給
食
の
地
元
産
の
食
材
使
用
率
を

比
較
し
、
積
極
的
活
用
の
意
識
を
高

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
21
年
度
か
ら

毎
年
11
月
を
「
ふ
る
さ
と
産
品
給
食

の
日
」
と
し
、
市
産
の
ナ
ガ
イ
モ
、

ゴ
ボ
ウ
、
ネ
ギ
を
共
通
食
材
と
し
た

「
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
豚
汁
」
を
給
食

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
市
内
の
小
中
学

校
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

成
人
病
セ
ン
タ
ー
や
老
人
福
祉
施

設
で
は
、
給
食
を
民
間
会
社
に
業
務

委
託
し
て
お
り
、
全
て
の
食
材
を
地

域
内
の
農
産
物
で
賄
う
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
調
理
材
料
の
ほ
と
ん
ど
は

地
元
業
者
を
通
じ
て
納
入
さ
れ
て
お

り
、
委
託
会
社
へ
は
、
可
能
な
限
り

地
元
で
と
れ
た
食
材
を
利
用
し
て
欲

し
い
と
要
望
し
、
で
き
る
限
り
の
利

用
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

つ
が
る
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
。

つ
が
る
市
誕
生
以
来
、
消
費
者
に
信

頼
さ
れ
る
農
産
物
を
送
り
出
す
産
地

と
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
も
の
を

作
り
、
農
家
所
得
の
向
上
、
担
い
手

の
確
保
、
農
業
振
興
、
農
村
地
域
の

活
性
化
等
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
「
つ
が
る
市
農
産
物
ブ
ラ

ン
ド
化
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド

化
の
対
象
品
目
８
品
目
を
選
定
し
、

統
一
栽
培
基
準
を
制
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
の
た
め
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
が
ー
る
ち
ゃ

ん
」
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
生
ま

れ
も
育
ち
も
つ
が
る
で
す
」
を
公
募

に
よ
り
決
定
。
そ
の
後
、
農
産
物
加

工
検
討
委
員
会
の
設
置
や
販
路
拡
大

を
図
る
た
め
の
補
助
制
度
を
制
定
し
、

関
西
、
首
都
圏
で
ブ
ラ
ン
ド
認
定
メ

ロ
ン
・
リ
ン
ゴ
等
の
試
食
宣
伝
販
売

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
、

市
の
総
合
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立

に
向
け
て
実
施
主
体
を
「
つ
が
る
ブ

ラ
ン
ド
推
進
会
議
」
に
改
称
。
昨
年

は
、
つ
が
る
市
生
誕
５
周
年
を
記
念

し
、
魅
力
あ
る
「
つ
が
る
市
」
を
全

国
に
発
信
す
る
た
め
、
市
が
誇
る
特

産
品
、
食
文
化
、
伝
統
文
化
、
景
観

な
ど
市
民
が
選
ん
だ
「
つ
が
る
の

宝
」
22
を
選
定
し
ま
し
た
。

■
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
の
現
状

　

ブ
ラ
ン
ド
認
定
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
末
現
在
で
１
４
６
７
人
、

栽
培
面
積
で
は
２
１
４
２
㌶
で
す
。

加
工
品
は
、ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、ア
ッ

プ
ル
パ
イ
な
ど
12
品
目
が
認
定
さ
れ

販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
首
都
圏
を

中
心
と
し
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
つ
が
る
市
」

の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
年
々
増
え
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

市
場
へ
は
、
ブ
ラ
ン
ド
独
自
の
統

一
栽
培
基
準
に
基
づ
い
て
生
産
さ
れ

て
い
る
「
安
心
・
安
全
・
美
味
し
い
」

高
品
質
な
農
産
物
と
し
て
継
続
的
・

安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

つ
が
る
市
産
の
表
示
が
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
消
費
者
へ
の
認
知

度
が
低
い
の
が
課
題
で
す
。
今
後
は
、

首
都
圏
等
に
お
い
て
「
つ
が
る
ブ
ラ

ン
ド
」
の
表
示
が
さ
れ
販
売
で
き
る

よ
う
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
試
食
販
売

会
等
を
充
実
さ
せ
、
消
費
者
に
対
し

て
の
「
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
」
の
周
知

度
を
よ
り
一
層
、
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
に

　

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
に
は
、
ま

ず
地
元
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
作
り
の

気
運
の
盛
り
上
が
り
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、地
元
に
お
い
て「
つ

が
る
ブ
ラ
ン
ド
」
で
あ
る
と
は
っ
き

り
わ
か
る
よ
う
販
売
方
法
を
検
証
し
、

そ
れ
ら
を
地
元
で
消
費
し
、
生
産
者

の
生
産
意
欲
向
上
を
図
る
よ
う
啓
蒙

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
東
北

新
幹
線
全
線
開
業
を
契
機
に
、
メ
ロ

ン
・
リ
ン
ゴ
を
は
じ
め
と
し
た
農
産

物
の
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
農
家
の
所
得
の
向
上
に
繋

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

消
費
者
に
安
心
・
安
全
な
「
つ
が

る
ブ
ラ
ン
ド
」
を
継
続
的
・
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
、
今
後
と
も
、
行

政
、
農
協
、
農
家
は
も
と
よ
り
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、「
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
」
の
更
な

る
向
上
を
目
指
し
て
、
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
所
存
で

す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

http://www.tsugarubrand.jp/
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る
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現
在
、
つ
が
る
市
消
防
団
は
57

分
団
、
消
防
ポ
ン
プ
車
等
85
台
が

配
備
さ
れ
、
１
４
０
０
人
の
団
員

が
消
火
栓
や
消
防
ポ
ン
プ
の
管
理
、

消
火
訓
練
等
を
行
い
な
が
ら
、
万

一
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

観
閲
式
で
は
団
員
の
視
閲
点
検
、

消
防
車
両
の
機
械
器
具
点
検
、
分

列
行
進
等
が
行
わ
れ
、
45
分
団
と

航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯
基
地
第
21

高
射
隊
が
出
場
し
て
の
玉
落
競
技

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
青
森

山
田
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

や
、
い
な
ほ
保
育
園
、
柏
第
二
保

育
所
、
柏
第
三
保
育
所
、
木
造
北

保
育
園
の
園
児
が
踊
り
や
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
な
ど
で
観
閲
式
を
盛
り
上

げ
、
か
し
わ
保
育
園
、
銀
杏
ヶ
丘

保
育
園
の
園
児
ら
に
よ
る
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
、
機
械
器
具
点
検
と

放
水
訓
練
を
披
露
し
、
将
来
の
勇

敢
な
消
防
士
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
式
典
で

は
、
殉
職
消
防
団
員
へ
黙
祷
を
捧

げ
、
表
彰
伝
達
・
授
与
式
が
行
わ

れ
、
２
３
６
人
の
団
員
が
各
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
消
防
庁
長
官
表

彰
に
は
、
森
田
副
団
長
の
米
谷
正

造
さ
ん
、
柏
副
団
長
の
小
関
清
隆

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、
三
村
知
事
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
観
閲
式
の
結
果
は
、
森

田
大
隊
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
と

安
定
し
た
力
で
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

不
屈
の
精
神
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、
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れ
、
参
加
者
は
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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【観閲式の成績】
総合優勝　森田大隊（264点）
第 ２ 位　柏大隊（259点）
第 ３ 位　稲垣大隊（239点）
特 別 賞　航空自衛隊車力分屯基地
　　　　　第21高射隊

【玉落競技の成績】第1位のみ
●50馬力以下
　木造第８分団第２部(小田原) 32秒39
●51馬力～85馬力まで
　柏第６分団(小和巻) 12秒28
●86馬力以上
　木造第5分団第2部(大畑) 18秒39

柏第三保育所園児のカラーガード隊柏第二保育所園児による火消し演技

息の合った分列行進を披露する消防団

福島市長による服装点検

連携のとれた放水をする幼年消防クラブ

白熱した玉落競技

機敏な行動で機械器具点検を受ける



　ミサイル防衛用早期警戒レーダー「Ｘバンドレーダー」を管理し
ている米陸軍車力通信所の指揮官交代式が6月17日、航空自衛隊車
力分屯基地で行われ、マシュー・イングリス大尉32が就任しました。
　イングリス大尉は、車力通信所の本隊である米ハワイ州の第94米
陸軍防空ミサイル防衛コマンドからの配属。また、第3代分遣隊長
であったカービー・Ｊ・アトウェル大尉29は退官し、イリノイ大学
大学院で修士号取得を目指すそうです。

東日本大震災に対する支援活動状況
■市職員の人的派遣支援 
◇市職員の派遣   
　　① ４月７日～４月10日(一般職員３人　岩手県宮古市）   
　　② ４月14日～４月18日(保健師２人、一般職員１人　宮城県名取市）   
　　③ ５月11日～５月17日(保健師４人　岩手県盛岡市）   
　　④ ５月28日～５月31日(一般職員３人　岩手県宮古市）  
　　⑤ ６月13日～６月17日(保健師２人、一般職員１人　宮城県亘理町） 　 
　　⑥ ５月21日～６月20日(一般職員計10人（２人ずつ５回)　岩手県山田町）   
　　⑦ ７月25日～７月28日(保健師２人､一般職員１人　宮城県亘理町)(予定） 
　　⑧ ８月27日～８月30日(保健師２人､一般職員１人　宮城県亘理町)(予定） 
◇緊急消防援助隊の派遣（つがる市消防署）   
　　３月13日～３月26日（第３次隊計23人　岩手県久慈市、野田村）
■救援物資支援
◇市民の皆様から寄せられた救援物資を被災地へ送りました。
　　３月30日　タオル 4,729枚、バスタオル 1,231枚､ボックスティッシュ 3,797箱 (岩手県内)
　　７月２日　ボックスティッシュ 6,180箱 (福島県南相馬市)
■義援金支援(日本赤十字社青森県支部) 
◇市民の皆様から窓口に寄せられた義援金　６月30日現在の総額 2,068,254円

岩手県山田町の避難所での
支援活動（５月31日）
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「Ｘバンド」新分遣隊長に
イングリス大尉が就任

カービー ･Ｊ･
　アトウェル大尉
　私のことを温かく受け入れ
てくれてありがとうございま
した。2年間暮らしたここ、
つがる市の皆様が、日々誇り
高く生活し、愛する地域をよ
り良い環境にしていくために

頑張っている姿を見て大変感動しました。
　また、地域のさまざまな行事に招待していただき
ありがとうございました。どの行事もとても印象深
く、日本の文化や歴史を肌で感じ、学ぶことができ
ました。いつの日か、私に家族ができたときには青
森の地を訪れ、私がこの地で経験したことを伝えた
いと思います。日本を離れるのはとても悲しいです
が、ここでの素晴らしい思い出、日本の皆様の温か
い心は絶対に忘れません。これまで本当にありがと
うございました。

米陸軍車力通信所分遣隊長
マシュー・
　イングリス大尉
　つがる市の皆さん、私を迎
え入れてくれてありがとうご
ざいます。また、アトウェル
を受け入れてくれたことにも
感謝します。彼は皆さんの支

援のおかげで素晴らしい仕事ぶりを発揮できまし
た。私はアトウェルが築いた関係を大切にし、地域
の祭りや行事を通してこれまで以上の友好関係を築
いていけるよう頑張っていきたいと思います。私と
つがる市の皆さんとの小さな交流が日米の友好関係
に繋がっていけたらと思います。
　また、つがる市に来て、これまでのハワイの都市
部とはまったく違う草原や美しい自然に圧倒されま
した。つがる市の自然を満喫して生活していくこと
を楽しみにしています。
　よろしくお願いします。

指揮権を表す隊旗を受け取るイングリス大尉
（右から２人目）



 つがる ニュース

　木造地区の有楽町と千代町商店街で6月5日、今年度最初
の早朝商店街朝市が開催され、多くの市民らでにぎわいまし
た。開会セレモニーでは、福島市長が「朝市を盛り上げ、つ
がる市を元気にしましょう」とあいさつ。長谷川靖久実行委
員長がガンバロー三唱し、朝市が開幕しました。
　朝市では地元の野菜、果物、海産物などが販売され大勢の
買い物客が新鮮な産品を買い求めていました。また、おしる
こやけの汁などの振舞イベントも行われ、買い物客らは舌鼓
を打っていました。
　朝市は10月まで第1第・3日曜日午前6時30分から8時30
分まで開催されます。

　東北電力五所川原営業所（佐井順一所長）が、節電に役立
ててもらおうと5月30日、市役所にLED（発光ダイオード）
電球40個を寄贈しました。LED電球は、東芝東北支社から
東日本大震災の影響により心配される電力不足に備え、節電
の取り組みの一環として東北電力に贈られたものです。
　佐井所長は「LED電球は通常の白熱電球に比べ寿命が長く
省エネ。節電の一助にしてください」と福島市長に手渡しま
した。寄贈されたLED電球は、早速、成人病センターの病室
のベッドライトに取り付けられました。

　市観光協会（伊藤良二会長）が主催する定期観光バスツアー
が6月7日から始まりました。ツアーに先立ち、市役所前で
は出発式が行われ、ツアー客を含む関係者ら約30人が参加。
出発式終了後、ツアー客は最初の観光スポットであるベンセ
湿原で鮮やかなニッコウキスゲの花などを満喫していました。
　参加した市内在住の女性は「こんなにいいところがあるん
だなと改めて気付かされました」と感嘆の声。ボランティア
ガイドの山本薫さんは「ベンセ湿原ではニッコウキスゲはも
ちろん、鳥の声や風などの自然の魅力も感じてほしい」と話
していました。

　牛潟町で5月29日、伝統行事「虫送り」が行われ、牛潟小
学校児童と保護者ら約150人が参加し、五穀豊穣と無病息災
を祈願しました。
　虫送りは、後継者不足等で一時途絶えていましたが、昭
和62年頃、当時の牛潟小PTA役員らの努力によって復活し、
現在では学校、PTA、地域が一体となって開催されています。
　この日はトラックに乗せた２体の虫を先頭に、殿様やお姫
様の仮装、赤いじゅばんなどを身に付けた児童や保護者が「サ
ンサンサンソーレ」と元気な掛け声とともに太刀振り舞を披
露し町内を練り歩きました。運行後、虫は集落の入口２箇所
に祭られました。
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多くの買い物客でにぎわう朝市

早朝商店街朝市始まる

LED電球を手渡す佐井所長（右）

節電に役立てて　東北電力がLED電球寄贈

一面にニッコウキスゲが咲き乱れるベンセ湿原

定期観光バスツアーで市内名所巡り

力強く荒馬を演じる６年生の児童

牛潟町で五穀豊穣を願う虫送り



 TSUGARU NEWS

　国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊の日本語教師と
して中央アジアのキルギス共和国に出発する長谷川里子さん
（木造）が6月14日、市役所を訪れ福島市長に抱負を述べま
した。
　長谷川さんは函館市の専門学校を卒業後、ロシアで3年間、
日本語教師の経験があり、「もっと広くさまざまな人たちに
日本語を教えられるようになりたい」と弘前学院大学に入学。
卒業を機にJICAに応募し、今回キルギス民族大学に２年間
赴任することになりました。長谷川さんは「気負わず穏やか
な気持ちで臨みたい。授業以外にも日本の習い事などを通し
て文化を伝えられたら」と話していました。

　航空自衛隊北部航空音楽隊による音楽鑑賞会が6月13日、
柏小学校で開催され、全校児童や父母ら約350人が迫力ある
生演奏を楽しみました。
　同音楽隊は主に東北3県と北海道で音楽活動をしており、
この日はアニメソングやヒット曲などおなじみの楽曲を披露
し、児童らを魅了しました。
　また指揮者体験コーナーでは、挑戦した3人の児童が緊張
した面持ちで音楽隊を指揮。1年生の北畠龍月君は「思った
より難しかった」と感想を話していました。最後に音楽隊の
演奏に合わせて児童らが元気に校歌を歌い、幕を閉じました。

　第10回チャリティー手作り演歌発表会が6月19日、松の
館で行われ、市内外からのカラオケ愛好者らが自慢ののどを
披露しました。
　発表会はつがる市の作曲家･川嶋博實さんの歌を広く知っ
てもらうとともに、演歌を通じて親睦を深め、地域の活性化
に貢献しようと手作り演歌実行委員会（奈良一雄代表）が主
催しました。この日は21組の発表者と4人のゲストが川嶋さ
んの歌を熱唱し、訪れた演歌ファンを魅了しました。
　また、同会は収益金の一部を日本赤十字社青森県支部（東
日本大震災義援金）と市教育委員会（図書カード）へ寄付し
ました。

　6月の第2日曜日の「花の日」にちなんで木造保育所（千
葉敦志園長）の園児17人が6月7日、職場訪問として市役所
を訪れ、園児たちが家庭から持ち寄った花で作った花束と壁
掛けの絵をプレゼントしました。
　園児たちは賛美歌「この花のように」を合唱し「いつも私
たちのために働いてくださってありがとうございます」と佐
藤副市長に花束を手渡しました。佐藤副市長は「すてきなお
花をありがとう。皆さんも先生の話を良く聞いて頑張ってく
ださい」とお礼を述べ、お菓子をプレゼントしました。
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福島市長に抱負を語る長谷川さん（中）

国際貢献に意欲　長谷川里子さんが青年海外協力隊へ

「となりのトトロ」のテーマ曲で指揮者体験

迫力ある生演奏に魅了

「つがる路ふたり連れ」を熱唱する三上さん夫妻

手作り演歌を熱唱

元気な歌声を披露する園児たち

お仕事ごくろうさま
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　陸上自衛隊青森曹友会（水口義昭会長）の東日本大
震災被災地支援活動に、穂波小学校の児童らが応援
メッセージを贈るなど一役買い、被災地の子どもたち
を励ましました。　
　4月下旬、曹友会が被災地の子どもたちを励ますた
め、子どもの日に鯉のぼりをたくさん揚げようと企
画。穂波小学校学区の保護者らが計11組の鯉のぼり
を寄贈しました。さらに６年生25人が陸前高田市の
児童に向けて模造紙３枚にわたる応援メッセージを添
えました。
　曹友会では、子どもの日を前に陸前高田市の幼稚
園、小中学校11施設に鯉のぼりを贈呈。小友小学校
では、大空に舞う鯉のぼりとメッセージが被災地の子
どもたちに勇気を与えました。
　6月2日、水口会長は穂波小学校を訪れ、「応援メッ
セージで被災地のみんなが元気づけられました」と児
童らに現地の写真を見せて報告。6年生代表の長谷川
彩香さんと工藤佳奈さんは「思っていたより元気そう
で良かった。私たちも節電をがんばります」と話して
いました。

　つがる相撲クラブ（越後谷清彦監督）が6月5
日に石川県金沢市で行われた第41回親善少年相
撲金沢大会団体小学生の部で優勝、また個人では
小学4年生の部で小関拓道君（柏小）が優勝、小
学6年生の部で田中界渡君(向陽小)、中学1年生
の部で越後谷知樹君(木造中)がそれぞれ準優勝を
飾りました。
　6月7日、一同は市役所を訪れ、佐藤副市長に
喜びを報告。団体戦の大将を務めた田中君は「緊
張せずに稽古どおりの実力が出せた」と話すと、
佐藤副市長は「皆さんの活躍がつがる市の名前を
全国に広めてくれたことに感謝します。稽古で力
をつけ、さらなる活躍を目指してほしい」とエー
ルを送りました。

被災地に元気届いたよ　穂波小６年生が応援メッセージ贈る

つがる相撲クラブが全国優勝

上）鯉のぼりと
応援メッセージ
を手にする小友
小学校の児童ら

左）穂波小６年
生代表にお礼の
品を贈る水口会
長（左）

大会で活躍したつがる相撲クラブのメンバー

優勝報告に訪れた稲垣中学校
男子バレー部（上）、女子バレー部（下）

稲垣中学校 県春季バレーアベック優勝
　第18回青森県中学校春季バレーボール選手権
大会（5月28日、29日開催）で稲垣中学校の男子、
女子バレー部がアベック優勝を果たし、6月15日、
選手らが福島市長へ喜びを報告しました。
　大会では、男子は決勝で強敵尾上中学校と対戦し
1対1の接戦から3セット目を奪い見事勝利、女子は
三沢第三中学校から着実に2セットを奪い、春季大
会としては2年ぶりのアベック優勝を飾りました。
　選手たちから報告を受けた福島市長は「次は全国
大会を目指してほしい。他の学校の打倒稲垣中に対
して、気持ちを緩めることなく頑張って」と激励し
ました。



　市では、市民の声を市政運営の参考とさせていただくために、市役所、各支所、
出張所（すまいるプラザ）に目安箱を設置しており、またホームページでもご意
見を受け付けしています。今回は平成23年3月から6月までに寄せられたご意見の
うち、主なものをお知らせします。

主なご意見 回　　答（担当課）

　防災無線が聞き取りにくい時
があるので、見直しを要望す
る。

　市では、防災無線の放送音の調査を行い、市内全域に音声が届
くよう調整をしています。強風などで放送内容が聞き取りづらかっ
た場合は音声応答装置に電話していただければ直前の放送内容を
聞くことができますのでご利用ください。 （総務課）
音声応答装置0173-49-1300

　市役所の受付に職員が２人い
るが、受付・案内は必要ない。

　年度始めの混雑と平成23年４月からの森田支所・柏支所廃止に
伴い、市役所の窓口が混雑することが予想されたため、市民の皆
様に不便をきたすことのないよう、緊急雇用創出事業により受付・
案内係を設置しました。現在は、混雑期が過ぎたことから１名体
制で実施しています。 （総務課）

　木造駅を通学で利用している
ので、駅舎のトイレを早朝から
使えるようにして欲しい。

　駅舎の構造上、トイレを利用していただくためには管理人を配
置しなければなりません。駅の利用状況を考慮し、今後も現状ど
おりの管理方法とさせていただきたいと思いますので、駅を利用
される皆様には大変ご不便をおかけしますがご理解をお願いいた
します。 （総務課）

　県の臨時職員は、一度やった
らもう二度とできないのに、つ
がる市では、臨時とはかたちば
かりで数年にわたり働いてい
る。市民にも公平に仕事を与え
るようにして欲しい。

　臨時職員の任用については、任用の根拠となる地方公務員法の
規定に基づき公正な選考に努めています。任用期間についても継
続の雇用が可能な業種もありますので、継続雇用することが効率
的・効果的であると認められる場合などには勤務成績やその他の
事情を考慮したうえで継続して雇用することもあります。
 （人事課）

　市営住宅の入居者選定には、
どのような立場の人が関わって
いるのか、また選定基準はどう
なっているのか。

　入居者選定は、学識経験者や民生委員からなる入居者選考委員
会と、建設部長、建築住宅課長、建築住宅課職員で行っています。
選定基準は、現在の住宅の困窮度合いや世帯構成などを総合的に
評定して選定しています。 （建築住宅課）

　ひなた児童館を、午前授業や
振替休日の時も、長期休業と同
じく８時に開館して欲しい。午
前授業の時はお弁当を届けるた
めだけに時休を取らなければな
らないので、不便を感じる。

　児童館は、複数校の児童が利用しており、午前授業や振替休日
の日も学校によって異なるため調整が難しいと思われます。ご不
便をおかけしますがご理解をお願いいたします。 （福祉課）

寄せられたご意見に対しましては、可能なものから速やかに実施する体制をとっております。
引き続き、市民の皆様からの市政に対するご意見をお待ちしております。
【問い合わせ先】総務課　電話42-2111（内線347）
　　　　　　　　　　　　ホームページhttp://www.city.tsugaru.aomori.jp/

 市民の皆様から寄せられたご意見
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日本脳炎の予防接種について
日本脳炎の予防接種の接種時期が緩和されました。
　平成17～21年度の間に日本脳炎の予防接種の機会を逃した方も、定期予防接種として無料で接種できるよ
うになりました。（ワクチンの流通状況によっては、すぐ接種が受けられない場合があります）
◆お子さんの誕生日を確認して接種してください。（個別通知はしておりません）
お子さんの誕生日 接種方法 標準的な接種年齢

平成19年4月2日
以降生まれの方

第１期初回：生後６カ月～90カ月未満に２回
　　　　　　（６日～28日の間隔をおいて）

３歳以上
４歳未満

第１期追加：生後６カ月～90カ月未満に１回
　　　　　　（初回終了から１年おいて）

４歳以上
５歳未満

第　２　期：９歳以上13歳未満に１回 ９歳以上
10歳未満

平成7年6月1日～
平成19年4月1日
生まれの方

第　１　期：
●１期（全３回）を１回も接種していない方
　→６日～28日の間隔をおいて２回、１年経過後に１回接種
●１期を１回のみ接種している方→６日以上の間隔をおいて２回接種
●１期を２回目まで接種した方　→１回接種
第　２　期：１期終了後、９歳以上20歳未満の間に1回接種

平成7年5月31日
以前に生まれた方 無料接種の対象となりません。

◆ 接種医療機関については、「平成23年度予防接種のお知らせ」（広報つがる３月号と一緒に配布済み）をご覧
ください。お手元にない場合は、市役所健康推進課へお問い合わせください。
◆予診票をお持ちでない場合は、市役所健康推進課で発行しております。

【問い合わせ先】　健康推進課　電話42-2111（内線307）

塩分は1日10g未満に　つがる市民の塩分摂取は、どのくらい？

　塩分は体液（水分）のバランスをとる大切な役割がありますが、とりすぎると血圧が高くなり、脳卒中や心
筋梗塞などの循環器疾患の危険を高めます。健康寿命をのばすため、塩分は1日10g未満を目標にしています。
　では、つがる市民の塩分摂取の状況はどのくらいでしょうか。
　①1日あたりの塩分摂取量の比較

平成18年度 平成21年度
全国（国民健康・栄養調査） 10.5g 9.9g
つがる市（基本健康診査・特定健康診査） 12.1g 12.8g

　②つがる市における塩分摂取量が10g未満の人の割合
平成17年度 29.1%
平成22年度 27.7%

　③つがる市における塩分摂取量が17g以上の人の割合
平成17年度 8.35%
平成22年度 10.99%

　●塩分を減らすポイントを１つ紹介
　　ラーメンのスープを
　　全部飲んだ時の
　　食塩量は、どのくらい？　

【問い合わせ先】健康推進課　電話42-2111（内線306）

健 康 ひ ろ ば健 康 ひ ろ ば健 康 ひ ろ ば

適塩の方が減少しています

塩分の多い方が増加しています

全国では減少傾向ですが、
つがる市は微増しています

　日頃の生活の中で、
ほんの少しだけ気を付
けてみませんか。塩分
の量は、市の特定健診
（集団）の尿検査で測
定しています。

（ 麺の食塩量は0.3g、
スープ220cc）



広報つがる 2011.7月号11

　熱中症は、重症になると生命の危険性があり、十分に
注意していただくことが大切です。

【症状について】
　もし暑い環境で、体調不良の方がいたら熱中症の可能
性があります。
　初期には（軽症）、大量に汗をかいたり、めまい、た
ちくらみの症状がおきます。（のどの渇きに水だけ多量に
補給して、ナトリウム低下による筋肉痛やこむらがえり
がおこることもあります）
　中等症になると、頭痛や吐き気、気分不快、倦怠感（体
がぐったりするという表現）がでてきます。
　重症になると、意識障害（意識がなくなったり、呼び
かけに対して反応がおかしくなったりするなど）、けい
れん、高体温をおこします。

【救急処置について】
　あやしい症状の人がいれば、すずしい場所へ移動し、
衣服をぬがせ、体を冷やします。
　軽症の人には（意識がはっきりしていて経口摂取がで
きるとき）、ただの水ではなく、塩分を含んだ水分を与
えてください。（スポーツドリンクや、0.1～0.2％の食
塩水（１リットルの水に食塩1～2g程度）が適していま
す。冷たい水分であれば体も冷やせます）
　そばに付き添って見守り、改善しない場合や悪化する
場合には病院へ搬送を要します。（吐き気で水分がとれな

いときも必要です）
　もし意識がなくなっていたり、呼びかけに対して反応
がおかしいときは救急搬送が必要です。

【暑さに慣れることについて】
　例年、梅雨明けの急に暑くなってきた頃から熱中症で
運ばれる患者さんが増えるそうです。これは、体が暑さ
に慣れていないためのようです。
　人の体は、暑い環境で過ごし始めてから数日で汗をか
きやすくなり、さらに３～４週間で体温上昇を防ぐのが
上手になっていくそうです。
　体の変化に時間がかかるので、早めに暑さに徐々に慣
れておくことが、熱中症予防になるようです。

【日常、気をつけていただくこと】
　暑い場所では、すずしい服装をしましょう。（日なたで
は、白っぽい服装や、通気性のよい帽子を使うなど）（と
きどき高齢者の方で、驚くほど厚着をしている方がいる
ので、注意して見てあげてください）
　スポーツや作業の前には水分を補給し、大量に汗をか
いたときの休憩時は、こまめに水分、塩分を補給しましょ
う。（ただしアルコールは、尿量を増やす利尿作用があり、
かえって脱水状態にしてしまうのでだめです）

　今年は大震災の年となりました。大変な年となりまし
たが、熱中症に注意して夏をのりこえましょう。

　健康万歩計は、西つがる医師会（つ
がる市・鰺ヶ沢町・深浦町）が、みな
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

熱中症にご注意を

　すずらんの会
　　～自死遺族の集い～

　現在、お子さんやご主人を自死で亡くされた方が参
加しています。回を重ねるに連れて、参加者同士がお
互いの悲しみをわかり合えるようになりました。一人
で抱え込まず、ご参加ください。お待ちしています。

■日　　時：7月25日(月）14：00～16：00
■場　　所：木造ふれあいプラザ
　　　　　　（JR木造駅左隣の三角屋根）
■申し込み： 事前に電話で精神保健担当の保健師へお

申し込みください。
※ すずらんの会とは別に、精神保健担当の保健師が自
死ご遺族のお話を聞かせていただいております。誰
にも話せない胸の内を、訪問や電話でお聞かせくだ
さい。

【申し込み・問い合わせ先】
　健康推進課　電話42-2111（内線306）

生肉による食中毒を
予防しましょう！

　富山県等でユッケ（生の牛肉）を食べた人が腸
管出血性大腸菌Ｏ-111に感染し、死亡する事件
が発生しました。生肉は食中毒の原因となる微生
物に汚染されている可能性がありますので、次の
ことに十分注意してください。
　① 肉を切った包丁、まな板は十分に洗浄・消毒
してください。

　② 肉を焼く時は、生食用の箸と食べる箸とを使
い分けましょう。

　③ 肉を焼く時は、中心部まで十分加熱しましょ
う。（75℃１分以上）

　④ 高齢者や子どもなど抵抗力の弱い人が生肉を
食べるのは危険です。

　⑤ すぐに食べない食品は冷蔵庫で保存しましょ
う。

【問い合わせ先】
　五所川原保健所　電話34-2108

今月のドクター

一 戸　久 人 先生
西つがる医師会会員

（つがる市立成人病センター・内科医長）
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平成23年度「つがる市成人式」のご案内
■期　　日　8月15日(月)　受付：午前9時～ 　式典：午前10時～
■会　　場　市生涯学習交流センター『松の館』1階　交流ホール
■対 象 者　 平成3年4月2日から平成4年4月1日までに出生された方で、現在つがる市に住所がある方または

つがる市(旧木造町、旧森田村、旧柏村、旧稲垣村、旧車力村)を出身地とされる方
■申し込み　　
【つがる市に住所がある方】
　つがる市教育委員会から往復はがきで案内状を
　送付しますので、出欠を返信はがきでお知らせ
　ください。
【つがる市を出身地とされる方】
　つがる市成人式に出席したい旨を電話でお知らせ
　ください。現住所、氏名、生年月日を確認したう
　えで案内状を送付します。

※ 平成23年5月20日以降につがる市へ転入届を提出
した方、または7月16日(土)までに案内状が送付さ
れない方は下記までご連絡ください。

【申し込み・問い合わせ先】
　　つがる市教育委員会　生涯学習課　
　　　電話49-1200

市民プールを開放します
　今年の夏も「つがる市民プール」を開放しますので、ご利用ください。
○場　　所 ：旧柴田小学校プール
○開放期間 ：７月26日(火）～８月20日(土）
　　　　　　　※ただし毎週日曜日と8月13日(土）～17日(水）は休みです。
○開放時間 ：午前の部　9:30～11:30　午後の部　13:00～15:30
○入 場 料 ：中学生以下　30円　　高校生　50円　　一般　80円
○移動用バス（スクールバス）
　●運 行 日　開放期間中（毎週日曜日と8/13～17除く）、毎日運行
　●区　　間　「瑞穂小」⇔ 「松の館」⇔「旧柴田小学校」の区間
　●時　　間　　　行き：瑞穂小発　　 8:50→ 松の館　 9:00→ 旧柴田小  9:10
      　　　　　　　帰り：旧柴田小発 11:45→ 松の館 11:55→ 瑞穂小　 12:05
　　　　　　　　　行き：瑞穂小発　 13:00→ 松の館 13:10→ 旧柴田小 13:20
　　　　　　　　　帰り：旧柴田小発 15:45→ 松の館 15:55→ 瑞穂小　 16:05
○そ の 他 ： 天候、気温、水温等の状況により、開放の中止または時間変更をする場合があります。

【問い合わせ先】つがる市教育委員会　生涯学習課　電話49-1200

午
前
午
後

ー成人式実行委員会スタッフ募集ー
自分たちの成人式を自分たちのアイデアで
企画・運営するスタッフを募集しています。
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ママの子育てプチ講座
　子どもの笑顔を引き出し、毎日の生活に役立つ、お母さん向けの講座です。全４回とも託児あります。
　内容によっては、お子さんとご一緒する時間もあります。
【場所】 市生涯学習交流センター「松の館」
【日程】 日時 定員 講座名 参加料 持参物

8月31日(水)
10:00～12:00 12人 「みんなでキャラ弁づくり」 材料費500円 エプロン、お弁当箱

９月７日(水)
10:00～12:00 20人 「おやこエクサ」 無料 スニーカー、バスタオル

10月5日(水)
10:00～12:00 20人 「おかあさんの癒しの時間」（心温まるお話） 無料 　

10月26日(水)
10:00～12:00 12人 「かんたんケーキでティータイム」 材料費500円 エプロン

【申し込み】希望する講座名を選んで開催日の１週間前までにお申し込みください。

【申し込み・問い合わせ先】つがる市教育委員会　生涯学習課　電話49-1200

食 育 推 進 事 業

「ライフセービング体験」３期生 参加者募集！
　ライフセービングは水辺の事故をなくすことを目的とした活動で、事故防止のための監視や指導、救助など
を行います。実際にライフセーバーが海の正しい知識を教えてくれるので、興味のある方はご参加ください。
●開催日時：７月16日から８月21日までの参加可能な日　9：00～16：00
●開催場所：マグアビーチ（車力漁港隣）
●募集人数：10人（高校生以上）
●参 加 料：無料
●準 備 物：水着、水中メガネ、ビーチサンダル、バスタオル、筆記用具
●申し込み：電話で申し込みしてください（要予約）
※ライフセービング体験は、資格を取得するものではありません。
※詳細については下記へお問い合わせください。
【申し込み・問い合わせ先】商工観光課　電話42-2111（内線432）

親子料理教室・メロン収穫体験
 つがる市の将来を担う子どもとその保護者を対象
に、食の大切さを学び市内でとれた農産物を使った料
理作りとメロンの収穫体験を開催します。
●日　時：８月５日（金）　9:30～14:30
●場　所：【親子料理教室】
　　　　　 市生涯学習交流センター「松の館」
　　　　 【メロン収穫体験】　
　　　　　 工藤一三さんの畑（つがる市越水駒田）
　　　　　 ※小雨決行（雨天の場合は雨具準備）
●参加料：１人500円（メロンのおみやげ付き）
●持参物：三角巾、エプロン、剪定ハサミ
●応募資格：つがる市に在住する親子および家族
　　　　　　（子どもは小学生以上）
●定　員：先着20組限定
●締め切り：７月29日(金）

夏野菜の漬物教室
　つがる市でとれた夏野菜（ナス、キュウリなど）
を使った加工教室を開催します。
●日　時：８月29日(月）9:30～13:30
●場　所：市生涯学習交流センター「松の館」
●参加料：500円
●持参物：三角巾、エプロン
●応募資格：つがる市に在住する方
●定　員：先着30人
●締め切り：８月24日(水）

日本ライフセービング協会認定
アドバンスサーフ　ライフセーバー
斎　藤　俊　史

★参加料持参のうえ下記へお申し込みください。

 【申し込み・問い合わせ先】
　　農林水産課　電話42-2111（内線414）
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古紙リサイクルエコステーションをご利用ください
　家庭から出る古紙を持ち込むことができる回収ボックスをイオンモール柏
（センターモール西入口付近）に設置していますのでご利用ください。

　回収時間：毎日午前９時～午後８時
　回収品目：新聞紙（折込チラシ可）・雑誌・雑紙など
　注　　意： アルミ、プラスチックなどでコーティングされたものは回収

しません。ナイロン、ビニール部分は取り除き、紙ひもでしっ
かり縛ってください。

【問い合わせ先】環境衛生課　電話42-2111（内線282）

夏の電力使用制限に伴う

ごみの減量にご協力お願いします
　東京電力・東北電力管内では、電力需要のピークを迎える夏場に電力供給が不足する事態が想定されており、
一般廃棄物処理施設を含む公共施設については、特に率先して節電に取り組むことが求められています。
　私たちの生活から出る可燃ごみは、つがる市稲垣町にある西部クリーンセンターで処理されますが、この施
設は莫大な電力で稼動しており、今後、施設の節電等の状況によっては、可燃ごみの処理ができなくなり、ご
みの収集に制限がでる可能性があります。
　そのため、生ごみの水切りをしっかり行うなど、ごみの減量に努めるとともに、できるだけ可燃ごみを増や
さないようさらなる分別を徹底していただき、また、分別と併せて電力消費量を抑えていただきますよう、ご
理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ先】　環境衛生課　電話42-2111（内線282）

下水道の適正な使用について(お願い)
　最近、下水道に下水以外のもの（下着類・オムツ・布着れ等）が流されたことにより、ポンプに絡まり度々
故障しております。ポンプが停止すると汚水処理に重大な影響を及ぼすことから、ご利用にあたっては、ご注
意のうえ、適切な使用に努めていただきますようお願いします。

【問い合わせ先】下水道課　電話42-2111（内線372）

冷蔵倉庫を所有の方へ
　冷蔵倉庫用家屋は、一般の倉庫よりも耐用年数の短い倉庫という位置付けとなり、平成２４年度からは評価
額が早く減少する計算が適用となります。
対象となる冷蔵倉庫の要件(以下の要件すべてに該当すること)
○木造以外のもの
○倉庫自体が冷蔵機能を有しているもの
○保管温度が常時１０℃以下に保たれているもの
○家屋が複数の用途に使われている場合は、冷蔵倉庫部分が最も大きな床面積を占めているもの
※通常の倉庫内にプレハブ方式冷蔵庫や業務用冷蔵倉庫などを設置しているものは除きます
※すべての要件を満たしている場合でも、基準年数を経過している建物は変更されません
　倉庫の実地調査　　冷蔵倉庫用家屋の認定については実地調査が必要となります。
　　　　　　　　　　該当すると思われる倉庫を所有している方は税務課資産税係までご連絡ください。
【問い合わせ先】　税務課　電話42-2111（内線211）

台所 水洗便所 マンホール 下水道
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保険料納付免除制度
～ 経済的に納付が困難な場合は免除制度を利用しましょう ～

　保険料の納付が免除・猶予となる「保険料納付免除制度」、20歳以上30歳未満を対象とした「若年者納付猶
予制度」が設けられています。免除等を受けず保険料を未納にしておきますと万一、障害や死亡など不慮の事
故が発生した場合、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられないことがありますのでご注意ください。

１．申請免除制度
　①全額免除（保険料の全額15,020円を免除）
　②一部納付免除
　（保険料の一部を納付、残りの保険料を免除）
　　•４分の１納付（３/４免除）　 3,760円
　　•２分の１納付（半額免除）　　7,510円
　　•４分の３納付（１/４免除）　11,270円　　　　　
　　※本人、配偶者、世帯主の所得審査があります。
　　※ 平成23年７月～平成24年６月分の申請については、前年（平成22年中）の所得で審査を行います。（未申

告の場合は免除の申請はできません）　
　　※一部保険料を納付しなかった場合は、未納と同じ扱いになります。
　　※保険料納付免除制度のお知らせは納付書に同封されていますのでご確認ください。

２．若年者納付猶予制度
　30歳未満の方が対象で本人、配偶者の所得審査があり、承認されると保険料が猶予されます。年金の期間と
しては計算されますが年金額には反映されません。10年以内であれば後で納付することができますので追納す
ることをお勧めします。
　＜免除の承認期間＞
　　保険料納付免除制度、若年者納付猶予制度とも７月から翌年６月まで
　　※若年免除を継続されている方は30歳の誕生日の前月までしか承認を受けることができません。
　　　引き続き免除を受ける場合は免除の申請が必要です。

●７月１日より平成23年度免除申請を受付しています。　
　＜申請手続きに必要なもの＞
　　①年金手帳または基礎年金番号がわかるもの
　　②認印
　　③他市町村から転入された方は、前年の所得証明書
　　④失業などの場合は次のいずれかの添付が必要です。
　　　•雇用保険被保険者離職票（コピー）
　　　•雇用保険受給資格証（コピー）
　　　•雇用保険被保険者資格喪失確認通知書（コピー）
●平成22年度（22年７月～23年６月）分の免除申請は平成23年８月１日まで受付しています。

【問い合わせ先】市民課　電話42-2111（内線261・267）

　市では、青森県信用保証協会と、中小企業者の事業資金にかかる借入を円滑にするため、特別保証
制度を実施しています。地元中小企業者のご利用しやすい制度として、きめ細かい対応をしていくこ
とになっていますので、ご利用ください。

【事業活性化資金】
　貸付金額：2,000万円まで
　保証期間： 10年以内（据置期間：運転資金６

カ月以内、設備資金１年以内）
　貸付利率：年利3.5％以内

【簡易小口資金】
　貸付金額：1,000万円まで
　保証期間： ７年以内（据置期間：運転資金６

カ月以内、設備資金１年以内）
　貸付利率：年利3.3％以内
　そ の 他：保証金額300万円以内
　　　　　　３年間保証率１％以内補給
【問い合わせ先】青森県信用保証協会五所川原支所　電話35-4121　　商工観光課　電話42-2111（内線432）

＜免除の対象となる所得のめやす＞

扶養人数 全額免除 一部免除
1/4納付 半額納付 3/4納付

3人扶養 162万円 230万円 282万円 335万円
1人扶養 92万円 142万円 195万円 247万円
扶養なし 57万円 93万円 141万円 189万円

　平成22年度、全額免除申
請をして「却下」となった
方でも、一部納付免除に該
当する方も多くいますので
ご相談ください。
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平成23年度 つがる市
戦没者追悼・平和祈念式
　戦死された人々の霊を慰め、ご家族の長年の辛苦
をねぎらうとともに、再び戦争による惨禍を繰り返
さぬように恒久平和を祈念するため、つがる市戦没
者追悼・平和祈念式を開催しますので多数のご参列
をお願いします。

日時：７月21日(木）午前10時
場所：市生涯学習交流センター「松の館」

【問い合わせ先】福祉課　電話42-2111（内線245)

印鑑登録証交換のお知らせ
　旧町村で発行された印鑑登録証（カードまたは手
帳）と引き換えに、つがる市の新カードに交換して
いますので、随時交換してください。
●交換場所：木造・森田・柏地区→市役所市民課
　　　　　　稲垣地区→稲垣支所
　　　　　　車力地区→車力支所
●持参するもの： 旧町村で発行された印鑑登録証

（カードまたは手帳）
●交換期限： 期限はありませんが、来庁の機会があ

りましたら交換してください。
　　　　　　※代理の方でも交換できます。
●手 数 料：無料

【問い合わせ先】
　市民課　電話42-2111（内線262・265）

児童扶養手当「現況届」の提出
　現在、児童扶養手当の受給資格者の方へ「児童扶
養手当現況届」の用紙を７月末に送付します。
　この届出は所得額・受給資格等を確認するため毎
年提出していただくものです。必要事項を記入し添
付書類を確認のうえ、必ず提出してください。
　提出されない場合、８月以降の手当が受けられま
せん。

提出期限　８月１日（月）～31日（水）（土日を除く）
受付場所　市役所福祉課、稲垣支所、車力支所
児童扶養手当とは
　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくし
ていない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭
等）の生活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの
福祉の増進を図ることを目的として、支給される手
当です。
※新規申請は随時受付しています。
【問い合わせ先】福祉課　電話42-2111（内線233）

ひとり親家庭等医療費
受給資格の更新

　母子家庭、父子家庭等の健康の維持と福祉の増進
を図るため、県の助成をうけて市が医療費の助成を
する制度です。（所得制限あり）
対象者
• ひとり親家庭の児童および父母のいない児童（18
歳に達した年度末まで）
• 上記の児童を養育する父または母（一医療機関ご
とに月1,000円の自己負担あり）
更新手続　 すでに受給している方へは、更新関係書

類を７月末に送付します。
更新手続期間　８月１日(月)～31日(水)(土日を除く)
更新手続場所　市役所福祉課、稲垣支所、車力支所
※ 更新の届出がないと８月分以降の医療費の給付を
受けられなくなりますので、忘れずに手続をして
ください。
※新規申請は随時受付しています。
【問い合わせ先】福祉課　電話42-2111（内線233）

新カード
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後期高齢者医療制度加入の皆様へ
●「後期高齢者医療被保険者証の一斉更新」について
　平成23年８月１日は被保険者証の更新日です。
　新しい被保険者証は、７月下旬に市から郵送します。有効期限は平成25年７月31日までとなります。
（ただし、保険料の滞納等の理由により納付相談の必要な方は、有効期限および更新時期が異なる場合があります）
　現在お使いの被保険者証は、平成23年８月１日以降に市役所国民健康保険課・稲垣支所・車力支所窓口に返
還してください。ただし、窓口への返還が困難な場合はハサミを入れ、廃棄してください。
※　 交付されましたら、記載内容をご確認のうえ、誤りがありましたら市役所国民健康保険課・稲垣支所・車
力支所窓口にお申し出ください。

※　 新しい被保険者証は、裏面に臓器提供の意思表示（提供する・提供しない）が記入できるようになりまし
た。意思表示の記入については、義務ではありません。

※　平成22年中の所得状況等により、８月１日から医療機関窓口での自己負担割合が変わる場合があります。
●「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」について
《平成22年度に交付を受けている方》
　現在お使いの後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証は、平成23年7月31日が有効期限となっております。
平成22年中の所得状況等により、平成23年度も引き続き低所得Ⅱまたは低所得Ⅰと判定された方につきましては、新
しい被保険者証とともに新しい認定証が交付されますので、更新手続の必要はありません。
　なお、新しい認定証の有効期限は平成24年７月31日となります。

【問い合わせ先】国民健康保険課　後期高齢者医療係　電話42-2111（内線274・275）
　　　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　電話017-721-3821

国民健康保険税の改正について
　平成23年度地方税法改正により、国民健康保険税の限
度額が変わります。ただし、税率には変更ありません。
※ 限度額とは、「これ以上の保険税を賦課してはならない」
という国の制限です。

市税の滞納整理を　　
　　強化していきます

　滞納とは、納税者が納期限までに税金を納付し
ていない状態をいいます。つがる市は市税を完納
している方との公平を保つため、青森県に設置さ
れました「徴収支援チーム」の支援を受け、滞納
の解消を図ることを目的に県税部職員と共にこれ
までに増して税の滞納処分を行います。
　税金を滞納すると、本来納めるべき税金のほか
に督促手数料、延滞金を納めなければなりません。
　納税者が税金を滞納したまま放置すると、滞納
者の意思にかかわらず法律に基づいて、強制的に
滞納処分を受けることとなりますので、納期内に
納税されますようお願いいたします。
　また、市では滞納解消に向けて、次のような取
り組みを行っていきます。

　　　納税相談、納税督促、財産調査
　　　給与調査、差押処分

【問い合わせ先】 収納課　電話42-2111(内線221)

すまいるプラザ日曜納付相談
期日：７月24日(日)
時間：10:00～19:00（受付は18:00まで）
場所：つがる市出張所(イオンモールつがる柏内)

収納課からのお知らせ
市税等は納期内に納めましょう

「固定資産税」第２期
「国民健康保険税」第１期
「介護保険料」第1期
「後期高齢者医療保険料」第１期
「住宅使用料」
「公共下水道使用料」
「農業集落排水処理施設使用料」
「公共下水道受益者負担金」第2期
　の納期限となっています。

【問い合わせ先】収納課　電話42-2111（内線221）

医 療 保 険 分 50万円 ➡ 51万円
後期高齢者支援分 13万円 ➡ 14万円
介 護 保 険 分 10万円 ➡ 12万円
合 計 額 73万円 ➡ 77万円

【問い合わせ先】　国民健康保険課　電話42-2111（内線277）

7月
　 は
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後
３

時
▽
む
ら
お
こ
し
拠
点
館
「
フ

ラ
ッ
ト
」
電
話
69
・
５
２
１
５　

※
事
前
に
電
話
で
確
認
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員 

鳴
海　

久 

氏

　

   　
　

電
話
56
・
３
５
１
４

 

人　

権　

相　

談

　

家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
の
い
じ

め
や
虐
待
、
隣
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
、
無
料
で
す
。

〈
柏
会
場
〉

●
８
月
12
日
㈮
柏
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
稲
垣
会
場
〉

●
７
月
27
日
㈬
稲
垣
公
民
館

※ 

２
会
場
と
も
開
催
時
間
は
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
ま
で

問 

市
民
課
（
内
線
２
６
８
）

 

農　

家　

相　

談

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
７
月
21
日
㈭
８
月
25
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
▽
稲
垣
支
所

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
▽
車
力
支
所

　

な
お
、
農
業
委
員
会
事
務
局
で
は

随
時
農
家
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

問 

農
業
委
員
会
事
務
局(

柏
分
庁
舎
内)

電
話
25
・
３
８
２
０

 

こ 

こ 

ろ 

の 

相 

談

●
８
月
５
日
㈮
、
15
日
㈪
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
▽
市
役
所
１
階
相
談
室

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。　

 

健
康
推
進
課

　
　
　
　

電
話
42
・
２
０
４
４
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市役所　☎42-2111

毎
週
水
曜
日

● 
料
金
▽
各
コ
ー
ス
１
０
０
０
円
前

後
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

●
定
員
▽
各
コ
ー
ス
35
人

●
受
付
▽
７
月
22
日
㈮
ま
で

※ 

各
コ
ー
ス
と
も
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
。
受
講
決
定
者
に
は
８

月
11
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

 

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校

電
話
35
・
５
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
34
・
５
１
５
１

ホ http://www.shimoyamagakuen.ed.jp

税

 

「
国
税
に
関
す
る
申
告・

　

納
付
等
の
期
限
」に
つ
い
て

　　

青
森
県
内
の
納
税
者
の
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
か

ら
７
月
29
日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る

全
て
の
国
税
の
申
告
・
納
付
等
の
期

限
が
、
平
成
23
年
７
月
29
日
㈮
と
な

り
ま
す
。

　

７
月
29
日
ま
で
に
申
告
所
得
税
や

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
に
係
る
平
成
22
年
分
の
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
方
で
振
替
納
税
を

ご
利
用
の
方
の
振
替
納
付
日
は
、
平

成
23
年
８
月
31
日
㈬
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災

害
等
に
よ
り
、
７
月
29
日
ま
で
に
申

告
・
納
付
等
の
手
続
き
が
困
難
な
方

に
つ
い
て
は
、
個
別
に
期
限
の
延
長

が
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
税
務
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問 

五
所
川
原
税
務
署
税
務
課

電
話
34
・
３
１
３
６

そ 

の 

他

「
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成

　

計
画
の
現
状
」
講
演
会

● 

日
時
▽
７
月
19
日
㈫
午
後
６
時
〜

７
時
30
分

●
場
所
▽
「
松
の
館
」
視
聴
覚
室

● 

内
容
▽
「
病
院
再
編
に
よって
中
核

病
院
以
外
の
他
周
辺
病
院
は
…
地

域
の
医
療
は
ど
う
変
わ
る
の
か
」

● 
講
師
▽
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

事
務
局

●
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問 

西
北
五
地
域
医
療
を
守
る
住
民
の
会

事
務
局　

 
電
話
34
・
５
４
０
８

 

中
三
の
商
品
券
を

　
　

お
持
ち
の
皆
様
へ

　

㈱
中
三
の
商
品
券
の
還
付
申
出
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。申
出
方
法
は

郵
送
ま
た
は
持
参
と
な
り
ま
す
が
、詳

し
く
は
青
森
財
務
事
務
所
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。申
出
書
は
市
役
所
商
工
観

光
課
に
あ
り
ま
す
。受
付
期
限
お
よ

び
受
付
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
郵
送
の
場
合
】

平
成
23
年
８
月
８
日
㈪
ま
で

〒
９
８
０-

８
４
３
６

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３-

３-

１
東
北

財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
三
課

【
持
参
の
場
合
】

平
成
23
年
８
月
８
日
㈪
ま
で

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

青
森
市
新
町
２-

４-

25

青
森
財
務
事
務
所
理
財
課
（
青
森
合

同
庁
舎
３
階
）

問 

青
森
財
務
事
務
所
理
財
課　

電
話
０
１
７
・
７
２
２
・
１
４
６
３
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■所在：つがる市木造川除　■区画数：16区画　■区画面積：269㎡（81.4坪）～350㎡（105.8坪）
■区画価格：224万円～280万円
■特別価格宅地分譲制度
　区画数を限定し１区画当たり30％引きで販売します。
■複数区画宅地分譲制度
　 ２区画以上契約した場合や既契約者が新たに区画を購入する場合は、分譲価格の40％以上を割り引
きます。ただし、この場合、特別価格宅地分譲制度は適用されません。

申し込み締め切り：８月31日（水）※９月１日から当分の間、分譲申し込みの受付を休止します。

問 管財課（内線334）または青森県住宅供給公社　電話017-723-1627

き
づ
く
り
・
秋
桜
団
地

「
宅
地
分
譲
中
」

夏の交通安全県民運動
7月21日(木)から7月31日(日)までの11日間

【目的】 市民一人一人に交通安全思想の普及・浸透を図
り、交通ルールの遵守と交通マナーの実践を習慣
づけ、交通事故防止の徹底を図る。

【運動の重点】
　　　１．子どもと高齢者の交通事故防止
　　　２．自転車の安全利用の推進
　　　３．飲酒・暴走運転の根絶

つがる市交通安全対策協議会

農作物生産者の皆様へ
　学校、保育所、住宅地、公園等に隣接する
農地で農薬散布の作業を行う際は、風の弱い
時に風向きに注意して、農薬飛散による被害
が発生しないよう周辺環境に十分に配慮する
よう心掛けましょう。

問 農林水産課課　電話42-2111(内線411)
　 水田農業対策室　電話25-3911



広　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告

日　時：８月１５日㈪
場　所：生涯学習交流センター「松の館」
会　費：男性4,000円　女性3,000円
締　切：８月８日㈪まで

平成23年度「銀杏ヶ丘同窓会」開催

事務局：青森県立木造高等学校　田中・平山
TEL 0173－42－2066

申込先

●受　付／午後4時　●開　会　午後4時30分
●交流会／午後５時（木造高校吹奏楽部演奏会）
●講演会／午後５時40分  笹田公烈（八戸工業大学硬式野球部監督）
●懇親会／午後６時
平川賢司（42）1311
成田克子（42）3125　川嶋大史（42）2218　長谷川勝則（42）6183
山本有彦（42）1151　宮本裕士（42）4586　半田　　修（42）6327

向陽小学校改築記念
「思い出の校舎さよなら」

一 般 開 放
　来年度、向陽小学校は新校舎に移ります。現校舎
は築40年。ここで学び、思い出がたくさんつまっ
ているという方も多いことと思います。なつかしい
校舎を巡り、思い出に親しむ時間を提供できたらと
考え、下記により開放することとしました。

８月14日（日）
　　15日（月）

【問い合わせ先】 向陽小学校　電話 42ｰ2063【問い合わせ先】 向陽小学校　電話 42ｰ2063
【問い合わせ先】
むらおこし拠点館「フラット」　電話69ｰ5215

むらおこし拠点館むらおこし拠点館

フラット夏まつりフラット夏まつり
7/31（日）10:00～19:307/31（日）10:00～19:30

・じゃがいも詰め放題（10:00～ /16:30～）・じゃがいも詰め放題（10:00～ /16:30～）
・ビンゴゲーム（12:00～）・ビンゴゲーム（12:00～）
・よさこい「蒼天飛龍」（14:30～）・よさこい「蒼天飛龍」（14:30～）
・盆踊り（19:00～）・盆踊り（19:00～）
・・その他、その他、踊り、生バンド演奏、ビアガーデンなど踊り、生バンド演奏、ビアガーデンなど

イベント盛
りだくさん

！
イベント盛

りだくさん
！

【問い合わせ先】 柏公民館　　電話25ｰ2200
　　　　　　　 森田公民館　電話26ｰ2566

読み聞かせと映画まつり
柏会場（柏公民館〉
　●読み聞かせ
　　７月26日㈫・29日㈮
　　９:30～10:00
　●映画まつり
　　７月26日㈫～29日㈮
　　10:10～11:00
森田会場（森田公民館）
　●読み聞かせ
　　８月２日㈫・５日㈮
　　９:30～10:00
　●映画まつり
　　８月２日㈫～５日㈮
　　10:10～11:00
対象　小学校低学年（参加無料・申込不要）

【申し込み・お問い合わせ先】
　NPO法人つがる市体育協会事務局
　（つがる市稲垣体育館内）
　電話 46ｰ2854 
　ホームページ http://tsugaru-taikyou.jp/

ふれあいフェスティバル
●内容　ビンゴ大会・つがる市クイズ・スイカの
　　　　種とばし大会・軽スポーツなど
●日時　７月31日㈰ 9:00～13:00（8:00開場）
●場所　稲垣体育館・稲垣体育センター
●料金　前売り券300円・当日券500円
　　　　（幼児無料）　※払い戻し不可
　　　　タオル、稲穂の湯温泉券付
●申込方法　７月25日㈪までに料金を添えて事
　　　　　　務局まで持参してください。
・冷麦、流しそうめんを提供します。
・内履き持参してください
・大会上位入賞者には賞品有り

10:30～11:30 13:00～14:30日時
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書　　名 著者名
〈文学〉
ワーカーズ・ダイジェスト 津村記久子
ダークゾーン 貴志祐介
ラブ・ケミストリー 喜多喜久
裂 花村萬月
ハニーズと八つの秘めごと 井上荒野
羊どろぼう。 糸井重里
風雪の太陽101人の慈父・慶念坊 伊藤仁
まいどおおきに津乃鶴どす 川島常稔
魔王の血脈 河合敦
翼に息吹を 熊谷達也
天狗小僧魔境異聞 坂東眞砂子
豆腐小僧双六道中おやすみ本朝妖怪盛衰録 京極夏彦
箱庭図書館 乙一
三十光年の星たち　上・下 宮元輝
CO命を手渡す者 秦建日子
子規、最後の八年 関川夏央
しっぽちゃん 群ようこ
しののめ物語ダクターTとバッチャ 彦島陽子
白の祝宴　逸文式部日記 森谷明子
スーサ あさのあつこ
統ばる島 池永永一
華麗なる欺き 新堂冬樹
感染遊戯 誉田哲也
県庁おもてなし課 有川浩
芸人交換日記　イエローハーツの物語 鈴木おさむ
恋なんて贅沢が私に落ちてくるだろうか？ 中居真麻
心はあなたのもとに 村上龍
空也上人がいた 山田太一
アゲイン 浜口倫太郎

松の館
図書コーナー
松の館

図書コーナー

【問い合わせ先】　松の館　電話 49－1200

書　　名 著者名
逆風（アゲンスト）上・下 松崎洋
偉大なる、しゅららぼん 万城目学
阪急電車 有川浩
女だてら 風野真知雄
ハンターダーク 秋田禎信
行為の意味　青春前期のきみたちに 宮沢章二
〈哲学・人生訓〉
千思万考 黒鉄ヒロシ
〈工学〉
原子炉時限爆弾 広瀬隆
朽ちていった命　被曝治療８３日間の
記録

NHK「東海村臨界
事故」取材班

世界一わかりやすい放射能の本当の話 別冊宝島編集部編
〈自然科学〉
三陸海岸大津波 吉村昭
特別報道写真集　東日本大震災 東奥日報社
地震イツモノート 地震イツモプロジェクト
〈医学〉
最新　急病・事故・災害から命を守る
医療百科 福井次矢

家庭の医学　オールカラー版 野村馨
全国名医・病院徹底ガイド　どこで検
査・治療を受けたらいいかすぐわかる 松井宏夫

〈法学〉

これ一冊で裁判員制度がわかる 読売新聞社会部
裁判員制度取材班

〈歴史〉

真田道を歩く　上州戦国ロマン紀行 上毛新聞社事務局
出版部

北の砦！高岡城－弘前のお城はだれが
つくったの？ 知坂元

新着図書のお知らせ

アナログテレビ放送は7月24日に終了します
地デジの準備はお済みですか？

　アナログテレビ放送は７月２４日（日）正午に終了します。地上デジタル放送対
応の準備をしないと、テレビを見られなくなります。
　「何をどうすればいいのかわかならい」「テレビを買ったのに地デジが映らない」
という方は下記デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）へお問い合わせくだ
さい。

地デジ臨時電話相談コーナー
　地デジ相談専用の携帯電話を設置しております。携帯電話を利用して地デジ
の準備や困りごとなどを無料で相談することができますので、お気軽にご利用く
ださい。
●期　間　８月26日（金）まで（土日祝日を除く）８：30～17：15 
●場　所　市役所1階ロビー 

【問い合わせ先】 デジサポ青森　電話017ｰ771ｰ1010
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ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
の
音
符

　

冬
の
吹
雪
、夏
の
ね
ぶ
た
な
ど
、季

節
感
が
溢
れ
て
い
る
つ
が
る
市
に

は
、不
変
な
も
の
が
ひ
と
つ
あ
り
ま

す
。
岩
木
山
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

岩
木
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

を
驚
か
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

答
え
は
日
本
人
の
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
の
基
礎
で
あ
る
、つ
が
る
市
の
夜

空
で
い
つ
も
流
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
の
響
き
音
で
す
。
日
本
人
に

と
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
は
普
通
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ア
メ
リ
カ
で
は
カ

ラ
オ
ケ
は
や
や
珍
し
い
大
衆
娯
楽
で
、カ
ラ
オ
ケ
よ
り
ダ
ン
ス
の
方

が
ず
っ
と
人
気
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
は
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

確
か
に
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
ア
ジ
ア
系
移
民
の

多
い
と
こ
ろ
に
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
り
ま
す
が
、カ
ラ
オ
ケ
の
一
般

的
な
イ
メ
ー
ジ
は
個
室
で
は
な
く
、バ
ー
で
他
の
お
客
さ
ん
全
員
の

前
で
歌
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、そ
の
バ
ー
は
普
段
カ
ラ
オ
ケ
専
門

店
で
は
な
く
、カ
ラ
オ
ケ
の
イ
ベ
ン
ト
を
た
ま
に
開
い
て
い
る
だ
け

で
す
。
実
は
私
は
ア
メ
リ
カ
で
数
回
し
か
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、練
習
せ
ず
に
他
の
お
客
さ
ん
が
大

勢
い
る
前
で
歌
う
の
は
ち
ょ
っ
と
大
変
だ
か
ら
で
す
。
で
す
が
、日

本
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、自
分
の
知
り
合
い
だ
け
と
小
さ
な

グ
ル
ー
プ
で
歌
え
ま
す
の
で
、緊
張
な
し
に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
、だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
わ
け
で
す
。
実
は
、あ
ま

り
ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
は
日
本

に
来
て
か
ら
、カ
ラ
オ
ケ
に
頻
繁
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先

週
の
週
末
も
友
達
と
フ
リ
ー
タ
イ
ム
の
カ
ラ
オ
ケ
を
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、音
楽
と
関
係
の
あ
る
一
番
人
気
の
ナ
イ
ト
ラ
イ

フ
の
娯
楽
は
、何
よ
り
も
ダ
ン
ス
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
や
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る
全
校
の
ダ
ン
ス
は
ア
メ
リ

カ
製
の
映
画
で
よ
く
見
か
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、ダ
ン
ス
が
で

き
る
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
は
多
い
で
す
。
日
本
で
は
ク
ラ
ブ
に
ち
ょ
っ

と
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ア
メ
リ
カ
で
は
そ

う
い
う
風
に
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
若
者
は
ク
ラ
ブ
や
バ
ー

へ
よ
く
踊
り
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、若
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、ア
メ

リ
カ
人
の
大
人
も
ダ
ン
ス
が
好
き
で
す
。
例
え
ば
、結
婚
式
の
後
で
、

よ
く「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」と
い
う
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
、そ
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
年
齢
を
問
わ
ず
踊
り
ま
す
。

　

不
慣
れ
な
人
に
と
っ
て
は
、ダ
ン
ス
も
カ
ラ
オ
ケ
も
緊
張
を
も

た
ら
す
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、両
方
と
も
、と
て
も
楽
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達
が
日
本
に
遊
び
に
来

た
時
に
、日
本
文
化
の
体
験
と
し
て
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
に
連
れ
て
行

き
ま
す
。
友
達
は
最
初
の
う
ち
は
緊
張
し
ま
す
が
、そ
の
緊
張
感
が

す
ぐ
解
か
れ
て
、カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
体
験
で
日
本
文
化
の
楽
し

さ
を
分
か
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
体
験
と
日
本
で
の
他
の
体
験
で
、

日
本
に
も
う
一
度
訪
れ
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
員　

モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
ケ
ル　

【
タ
テ
の
問
題
】

１　

 

歌
伴
奏
や
コ
ー
ラ
ス
だ
け
を
録
音
し
て
、そ
れ
に
合
わ

せ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
部
屋
。
◯
◯
◯
◯
ボ
ッ
ク
ス

2　

 

日
本
の
代
表
的
な
花
の
一
つ
で
、秋
頃
に
咲
く
。
食

用
も
あ
る

4　

 

青
森
県
で
一
番
高
く
、津
軽
富
士
と
呼
ば
れ
る
◯
◯

◯
山

5　

 

俳
句
の
中
に
必
ず
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
葉
。

ま
た
、時
候
の
あ
い
さ
つ
に
使
う
言
葉

6　

 

沖
縄
出
身
の
女
性
歌
手
の
苗
字
。
彼
女
を
真
似
す

る
人
た
ち
の
こ
と
を
ア
ム
ラ
ー
と
呼
ん
だ

8　

 

肥
満
の
防
止
・
解
消
の
た
め
に
取
り
組
む
食
事
制
限

11　

風
邪
の
症
状
の
一
つ
。
発
熱
、鼻
水
、頭
痛
、◯
◯

13 

ト
ゲ
の
あ
る
花
。
英
語
で
は
ロ
ー
ズ 

15　

 

天
然
の
沼
や
池
、人
工
の
池
な
ど
に
魚
を
放
し
、有

料
で
と
ら
せ
る
場
所
。
◯
◯
ぼ
り

16　

車
に
乗
っ
て
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と 

18　

部
活
動
に
使
う
部
屋 

19　

日
本
最
大
の
湖

21　

 

相
手
の
よ
く
な
い
点
に
つ
い
て
、あ
え
て
そ
の
人
の

た
め
に
直
接
述
べ
る
批
判
。「
◯
◯
◯
を
呈
す
る
」

22　

冷
た
い
水
な
ど
が
歯
に
し
み
る
こ
と
知
覚
◯
◯
◯

24　

捨
て
身
で
戦
う
覚
悟
。
○
○
を
切
ら
せ
て
骨
を
断
つ

26　

２
０
１
１
年
７
月
21
日
は
何
の
日
？

【
ヨ
コ
の
問
題
】

1　
「
海
の
ミ
ル
ク
」と
呼
ば
れ
る
貝
は
？

3　

 

天
気
予
報
で
よ
く
耳
に
す
る
、
高
気
圧
と
◯
◯
◯
◯

◯

7　

砂
漠
で
の
移
動
手
段
の
一
つ
で
あ
る
動
物

9　

物
を
束
ね
る
た
め
に
使
う

10　

 

青
森
県
に
あ
る
日
本
最
大
級
の
縄
文
時
代
の
集
落
。

三
内
丸
山
◯
◯
◯ 

12　

 

グ
リ
ム
童
話
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
に
出
て
く

る
動
物
は
、
イ
ヌ
と
ネ
コ
と
ニ
ワ
ト
リ
と
何
？

14　

 

人
に
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｏ
、
AB
の
四
種
類
の
◯
◯
◯
◯
型

が
あ
る

17　

百
分
◯
◯
を
表
す
単
位
は
％
（
パ
ー
セ
ン
ト
）

18　

青
を
英
語
で
い
う
と
？ 

20　

阿
波
踊
り
の
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
る
四
国
の
県 

23　

 

口
が
大
き
い
ハ
チ
ュ
ウ
類
の
動
物
で
、
皮
は
革
製
品

に
使
わ
れ
た
り
す
る 

25　

 

一
週
間
の
う
ち
の
一
日
。
英
語
で
は
Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
ｙ

（
マ
ン
デ
イ
）

27　

 

チ
ョ
ー
ク
で
文
字
な
ど
を
書
い
た
り
し
て
使
い
、
学

校
の
教
室
に
よ
く
あ
る

28　

個
人
や
集
団
が
他
の
国
に
移
り
住
む
こ
と

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合は保
護者名も記入）、年齢、広報つがるに対するご意見などを
書き添えてお送りください。正解者の中から抽選で５
人の方に、「つがーるちゃんエコバック（非売品)」をプレ
ゼントします。（７月25日締切　※当日消印有効)
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所 総務課文書広報係まで

タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
〜
Ｅ
の

文
字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

ヒ
ン
ト　

 

五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
を
願
っ
て
行
わ

れ
る
伝
統
的
な
行
事
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G

D
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E

A

コ ウ ハ シ ヨ ウ ワ
ブ ン コ ボ ン タ イ
テ タ ク ジ ン

カ ン テ ン ジ サ
イ ソ ハ ツ ウ リ
キ ド ウ タ イ ナ ツ
ヨ キ キ ジ ユ ト
ウ カ ビ カ ノ ウ

広　　　　告

旅行屋

旅行の幹事さま、お電話ください
営業マンが自宅･職場へ伺い
旅行の行程･見積を無料で作成いたします。

旅行屋 検  索

お得な旅行情報はホームページでチェック!!

広　　　　告

土用丑の日
7月21日はうなぎの日!!

クラス会ご予約
受付中♥

クラス会ご予約
受付中♥

ジ
ャ
ン
ボ
海
老
フ
ラ
イ
・
う
な
ぎ
・
釜
め
し

６月号の答えは
  「ノハナショウブ」でし
た。
31名様よりご応募いただきまし
た。当選者は次のとおりです。
〔敬称略〕
　江良菜月（木造）・小山内久美
子（木造）・成田遥（木造）・渡辺
サツ（柏）・黒滝絵里奈（稲垣町）

広報つがる 2011.7月号 22



※このページは有料掲載になっています。

つがる市つがる市つがる市

社協からのお知らせ社協からのお知らせ社協からのお知らせ

法律相談を開催しています
～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等、お一人で悩んでいませんか～

期　　日：平成23年８月10日（水） 〈毎月第２水曜日〉
時　　間：午後１時から４時まで
場　　所：つがる市社会福祉協議会本所　相談室
料　　金：無料　　※相談は予約が必要です。（℡0173-42-4660）

広報つがる 2011.7月号23

３温泉共通入浴券を　
　　　販売いたします

しゃこちゃん温泉・じょっぱり温泉・しゃりき温泉
10枚セット購入した方には入浴券５枚サービス！

販売価格：３，２００円
販売期間：平成23年7月15日(金)～8月16日(火)
販 売 先：しゃこちゃん温泉（TEL42-1277）
　　　　　じょっぱり温泉　（TEL25-2390）
　　　　　しゃりき温泉　　（TEL56-4126）

総合なんでも相談
【期　間】８月９日(火）
【時　間】午前10時～午後３時
【場　所】柏老人福祉センター
【料　金】無　料
行政相談員、人権擁護員、行政評価事務所職員、市
役所職員等が総合的に相談を受けております。誰で
も相談できますのでぜひおこし下さい。
【申し込み・お問い合わせ先】
　　　つがる市社会福祉協議会　柏支所
　　　　　　　TEL25-2468

介護教室・福祉講座を出前します

『出前介護教室』のお知らせ
　グループ・団体等のご要望にあわせ、各種体験・講座を
みなさんのお住まいの近くへ出張して行います。
　　　　（内容例）　○介護のコツの体験
　　　　　　　　　 ○介護サービスの利用について
　　　　　　　　　 ○親子で介護体験
　　　　　　　　　 ○災害時のたすけあいについて　等
町内会や子ども会・婦人会等、研修等でご活用下さい。

つがる市社会福祉協議会　☎42-4660

お楽しみミニ湯治
【期日・対象地区】
　７月20日(水）木造地区・越水地区
　　　　　　　　出来島地区
　　　21日(木）館岡地区・川除地区
　　　22日(金）出精地区・柴田地区

【場　所】
　しゃこちゃん温泉

社協会費全戸加入運動にご協力ください
　社会福祉協議会では、今年度も住民の皆様のご協力のもとに、各種地域福祉事業・活動を推進していきたい
と考えております。
　本会が委嘱している各地区の「福祉推進委員」及び関係者が訪問した際にはご賛同ご加入のうえ、お力添え
下さいますようお願い申し上げます。　※地区により訪問する期間が違いますので、ご了承ください。

★一般会費　１世帯　１‚０００円　　　★賛助会費　１口　５‚０００円～
　皆様からの会費は、ボランティア活動や地域福祉活動推進事業、在宅福祉サービス事業などに使わせていた
だいております。

●ボランティア推進校事業（つがる市内の全小中高校、養護学校を指定）　●広報・啓発事業（つがる市社会福祉大会等）
●一人暮らし高齢者、障害者世帯等のサービス事業（シルバーサロン、地域ふれあい交流事業、一人暮らし老人昼食会等）など
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　今年度開催予定の「つがる市花火大会」は、この度の東日本大震災の被害を踏まえ、中止することといたし
ました。ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　東北地方が一日も早く元気な姿を取り戻せることを心より祈念いたします。　つがる市花火大会実行委員会

勇壮なネブタが街を練り歩く
7月28日㈭～30日㈯7月28日㈭～30日㈯

７月28日（木）PM7:00 ～ 出陣式（商工会前駐車場）
７月29日（金）PM6:30 ～ 合同運行
　　　　　　　　　　　  （尾野病院前・つがる警察署前出発）
　　　　　　 PM8:00 ～ 喧嘩太鼓の競演（商工会前駐車場）
７月30日（土）PM7:00 ～ 合同運行（かっぱ広場前出発）

７月28日（木）PM7:00 ～ 出陣式（商工会前駐車場）
７月29日（金）PM6:30 ～ 合同運行
　　　　　　　　　　　  （尾野病院前・つがる警察署前出発）
　　　　　　 PM8:00 ～ 喧嘩太鼓の競演（商工会前駐車場）
７月30日（土）PM7:00 ～ 合同運行（かっぱ広場前出発）

主催：つがる市ネブタまつり実行委員会　【問い合わせ先】 つがる市商工会　電話 42ｰ2449主催：つがる市ネブタまつり実行委員会　【問い合わせ先】 つがる市商工会　電話 42ｰ2449

ネブタ小屋の見学はルールを守りましょう
●まず最初にネブタ制作関係者に声を掛け、指示に
従い見学しましょう。

●誰もいない時は見学は中止して次回にしましょう。
勝手に立ち入るのはやめましょう。

【問い合わせ先】  つがる市ネブタ制作者の会　木津
　　　　　　　  電話 090-3128-8435

8/7
第22回チェスボローカップ水泳駅伝

勇 気 と 愛 は 海 を 越 え る。
チェスボロー倶楽部公式サイト http://www.cheseborough-cup.jp

場所：マグアビーチ（車力漁港隣）

日
8：30～開会式　10：00～競技開始

•レディースクラス•シニアクラス
•ハーフオープンクラス•ジュニアクラス
•オープンクラス

主催：チェスボロー倶楽部
【問い合わせ先】 商工観光課  電話 42ｰ1114

ケッパレ東北ケッパレ東北

2011

参加チーム（5人1組）

募集中!!
エントリー締切  7/31㈰




